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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

子どもたちが主体的に興味を持って関わることが出来るように、一斉の活動をするのではなく

室内活動や戸外活動に自然に入って活動出来るように配慮する。また、ゲーム形式の物や玩

具、絵本を室内に取り入れることでそこからのコミュニケーションの輪を広げられるよう環

境を用意した。

〈準備物〉英語の玩具一式（絵本、ポスター、アルファベット積み木、英語フロアマット、

等）

３月に週１回、英語を母国語としている人や、ネイティブスピーカーが園に来て、室内活動及

び戸外活動を共に行う。

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

英語

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

生活の中で英語に触れ、日本語以外の言語や文化があることを知り、外国語に早くから触れることでよ

り興味を持ち、主体的な活動が広がることを期待して設定を行った。加えて、外国籍の園児も増えてき

ており、コミュニケーションを英語等の違う言語で取ることに、子どもたち自身も気付き、様々な言語

を知ろうという意欲も見られているため、今回のテーマを取り入れ、子どもたちの将来の可能性を広げ

たいと考え、テーマ設定を行った。
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

習い事などで英語を取り入れている子は、特に知っている物事について自信を持って発言して

いた。歌については何度も耳で聞くことで、なんとなく真似をしたり口ずさみ、子どもたち

の中に自然と英語が入り込むことが出来ている様子があるため、今後も様々な歌を何度も取

り入れることが必要になってくる。英語を日本語で言うと、と訳して伝えなくてもコミュニ

ケーションの中で理解し、そうした言葉の方が、自然と子どもたち自身の中から出てきてい

るように感じる。特にじゃんけんなどは普段から英語で行っており子ども主体で、英語に興味

を持ち生活出来ている。日本語も英語も、またそれ以外の国の文化を掲示や活動、食育に組

み合わせていくことで、更なる興味関心が広がっていくことが想像でき、来年度の活動にも

繋がっていくことができると感じた。

戸外活動や室内活動を一緒に行う

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

室内活動でままごとを一緒に行う中で、色や物の名前を英語でも繰り返して話している姿があった。知っている歌

の英語版を聞き「それ知ってる」と真似して歌っていたり、普段の生活の中で口ずさむ姿がある。絵本を読んでい

る子に英語で伝えながら、言葉が様々あることを知り、知識を深めていた。

じゃんけんは、日本も外国も共通のため、言葉を変えながら遊びの中で何度も取り入れ「ロック、シーザーやろ

う！」と子どもたちから発案する姿もあった。

世界の料理を給食に取り入れ、その国ならではの食べ方や味、風味やマナーを実際に体験する。掲示を見ながら子

どもが世界の料理について「これ、食べられた」「酸っぱい味がした」と感想を伝える姿があった。


